青風荘　　フェイスシート

平成20年　5月26日　担当：小坂　和子

	入　所　者
	氏　名　　岩城　敏夫　様　　　　　男・女　　　　昭和13年11月22日生（69歳）

	
	住　所　〒　039－1104　　　八戸市田面木字赤坂35－9　　　　　　　　電話　27－7658

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　心房細動

	
	発症時期
	S33年　月頃（20歳時）
	罹 患 期 間
	　　約42年　ヶ月

	
	入院回数
	　　　3回　　　
	延べ入院年数
	　　約40年1ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　(主治医　千葉　良)
	外来受診日
	　　土曜日（２週1回）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	精神　1級

	経済状況
	年金
	障害基礎年金　1級（　8.3万円）

	
	その他
	なし（　　万円）

	障害程度区分
	　

	日中活動の場
	デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	Ｈ　13年　7月29日
	身長
	149.6cm
	体重
	52.5kg

	最終学歴
	道仏中学校卒業
	免許・資格
	特記なし

	職　歴
	漁師
	

	保　護　者
	氏　　名　　大村　キエ　様　　　　　　　続柄　　妹　（同居　・否）

	入所目的

・生活能力の低下の改善と質を高める

・社会資源の利用拡大と自己実現を図るため。

	入院・治療歴

	期間　　　　　　　　　　　　　　　　入院、外来等　　　医療機関名
１　S33年　月　～　５ヶ月程　　　　　　　　　入院　　　　　八戸精神病院　　
２　S36年６月　～　Ｓ41年１月　　　　　　　 入院　　　　　青南病院　　　　
３　S41年6月　～　H13年７月　　　　　　　　入院　　　　 青南病院


	生活歴

階上町にて出生。同胞5子の第1子。道仏中学校卒業後は、地元で漁師をした後、運搬船に乗っていたが、Ｓ33年頃（本人20歳頃）、自閉・妄想・興奮状態（発病）のため八戸精神病院（日赤病院）へ５ヶ月ほど入院する。退院後は特に何もせず自宅で生活し、S36年５月、上記症状出現した為６月３日からＳ41年１月20日まで青南病院１回目の入院となる。退院後は暫くの間は良い状態が続き、一時埼玉へ出稼ぎに行くが、仕事ができないという事で３・４日で職場から戻されてしまう。以後、自宅に籠もり気味となり、ニヤニヤとしていたり、自らの頭を叩き「悪い頭だ。」と言い始めるようになる。幻聴・妄想状態が著明であり、話しかけに対しても疎通不良状態となっていった。S41年６月５日、自宅より100円を持ち一人で青南病院を受診。「頭が苦しいので病院に行けば良いと考えて来た。」との事で、家族を呼び同日任意入院となっている。H７年７月、開放病棟へ移ってからは様々なプログラムによりスキルアップが図られ、H13年７月29日、35年の入院生活を経て「青風荘」へ入所となる。　　　

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

両親は、病気の為すでに他界している。そのため、すぐ下の妹様（長女・大村様）が保護者であり、次女の妹様と２人が援助の中心となっている。妹様２人との関係は良好であり協力的である。三男は階上の実家に住でいるが、マグロ遠洋漁船員の為不在が多い。



　　　平成　20年5月26日（月）

	氏　名
	   岩城　敏夫　 様
	男・女
	生年月日
	　昭和　13年　11月　22日（69歳）


	これまでの経過（前回評価日　H　20年1月28日）

	· デイナイトケアや青風荘では、自分の趣味活動（絵画・詩・俳句等）に打ち込んでいて、余暇を有意義に過ごしており、趣味のために市内へ出かけ美術館や絵画展を見たり、画材を購入したりされています。市内に限らず美術館・展覧会に出かける機会を設定したり、本人作品を発表できる場を探していく。

銀行のＡＴＭについては大分理解はしてきた様子ですが最近、場所が移転した為か戸惑う事がありましたが、単独で利用できるよう支援していく。

<身の回りの整理整頓・保清について>

· 相変わらず、私物の整理が出来ず、介入するも「これも、必要だ、それはこれから使うのだ。」と片付けられないにも関わらず、新しい物を購入してくる為、自室が物であふれており定期的な整理をスタッフと一緒に行っています。自室だけでなく、共有スペースの和室にも私物を置いている為その都度利用方法について声かけ要しています。入浴は定期的に行えていますが、観たいテレビを優先したりする為、声かけ要しています。また、衣類の収納ケースに新しい物と汚れた衣類を一緒に入れてしまい、汚れたものを何日も着ていたりする為洗濯と着替えの促しをしています。

<被害的・妄想に左右された発言と身体状況について>

· 自分が起こした行動を忘れており、「誰かがやった。俺の物を盗もうとした。」と等、被害的に話され、説明にも理解がなく、しつこくなっています。また、4/17　デイメンバ－がテレビを点け、すぐに消した事で「消すな！俺が観たから消したのか！」と大声で怒鳴ったり、ラジオのイヤホンを見せ、「誰かが俺のを刃物で切った。こんなことをするのは俺にここから出て行けという事なのか。」と被害妄想的な発言が聞かれる事がありました。その後も突然に「「俺がなにしたのよ。教えてけろ。」とスタッフに詰め寄ったり、どうしたのか尋ねたことに対して「聞かなくたって、分がってらべ！察しがついているべ。」と表情険しく話されています。余暇時には何時も過ごす和室より部屋に居ることが多く見られていました。最近では間違って冷蔵庫より他者のヨ―グルトを食べる事があり、購入して返す事で納得されていましたが、その後「あれは俺のヨ―グルトだ。妹が持って来てくれた物だ。」と硬い表情で話しを翻しています。

· 身体については、以前に比べて間食も控えるようになってきており、体重増加は見られていません。今後も継続できるように健康プログラムを通して学習やカロリー計算・運動等を行っていきます。ペースメーカーに関しては、日赤Hp心外科にて3/17に定期検査を受けて現在まで特に問題なく経過しています。次回は9月の予定となっています。



	長期目標（中期・短期）

	· 趣味活動や生活技術の向上を図りながら自分らしい生活を送る。

· 身体機能の維持（体重増加の防止）


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①身の回りの整理が出来ず、部屋が乱雑になっており、よく物が無くなる。
	· 定期的にスタッフが介入して整理整頓を行い、内容別に分けて分かりやすく表示しておく。（廃棄することも促していく。）

· 古い絵など捨てられないものは家族に家に持って行ってもらい保管していただく。

· 新しく物を購入する場合は、在庫を確認して本当に必要な物か再考して頂く。

· 置き場所を決め、使ったものは元に戻す習慣を身に付けていく。

· 衣類を区別無く収納する為、洗濯の済んだ衣類は速やかに整理する習慣をつけ、汚れた物は洗濯かごに入れる習慣をつけていく。入浴時には交換・洗濯できるように促していく。


	　　３ヶ月

	②被害・妄想的発言によりトラブルになる可能性がある。

（物を盗られる・俺を邪魔にしている等）
	· 発言に対しては、否定も肯定もせず、ある程度本人の話しを聞く。傾聴する事で落ち着きを取り戻す為、順序だてて納得できるよう説明しながら、トラブル回避に努める。


	   ３ヶ月



	③ペースメーカ－の装着。
	・　毎日バイタルチェックし異常がないことを確認する。

· 装着している事を意識して体を動かす事を拒否したりする為、定期的に点検していて異常がないことや激しい運動でなければ行なって良いことを説明し不安の解消に努める。

· 現在の身体機能・体力を維持できるように助言していく。

· 半年に一度、日赤ＨＰにて定期的に点検があるため、付き添って不安の解消に努める。

· 
	    ６ヶ月



	
	
	


プラン計画者　氏名　小坂　和子
修正プラン実施評価日：Ｈ　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
大村様（保護者）者
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